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でん粉の国際需給

1. 世界のでん粉需給

図１　絵で見る世界のでん粉生産量（2020年）

資料：LMC International ※ 「Global Starch Supply & Demand Research Report」を基に農畜産業振興機構作成
　　　（※農産物の需給などを調査する英国の民間調査会社）
　注：ヨーロッパには、ロシアを含む。

資料：LMC International 「Global Starch Supply & Demand Research Report」を基に農畜産業振興機構作成
　注：ヨーロッパには、ロシアを含む。

図２　絵で見る世界のでん粉消費量（2020年）
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本稿中の為替レートは2022年５月末日TTS相場（注）の値であり、１米ドル＝129.21円、１タイバーツ＝

3.83円、１ユーロ＝139.26円である。

（注）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社「月末・月中平均の為替相場」の月末TTS相場。

2. 日本の品目別主要輸入先の動向

表１　トウモロコシ相場およびキャッサバ取引価格

シカゴトウモロコシ・期近
（セント/BU）

タイキャッサバ
（バーツ/kg）

高　値 安　値 平均値 キャッサバ
農家価格

チップ 
卸売価格年・月

2015年 433.50 347.75 376.57 2.16 6.78 

2016年 437.75 301.50 358.36 1.52 5.66 

2017年 392.25 329.50 359.29 1.40 5.14 

2018年 408.50 330.25 368.07 2.38 6.85 

2019年 454.75 340.75 383.21 1.89 6.30 

2020年 484.00 302.75 363.31 1.80 6.52 

2021年 772.75 633.00 581.58 2.07 7.25

2021年5月 772.75 620.25 697.39 1.92 7.09 

6 720.00 633.00 672.41 1.91 7.31 

7 719.75 547.00 605.08 1.97 7.52 

8 568.25 534.00 552.23 2.02 7.53 

9 539.50 495.75 518.60 2.12 7.47 

10 568.25 512.25 536.63 2.08 7.38 

11 586.75 551.50 570.89 2.19 7.44 

12 614.75 572.00 591.48 2.28 7.61 

2022年1月 636.00 587.50 609.38 2.29 7.40 

2 697.50 616.75 650.84 2.28 7.49 

3 764.50 726.25 747.42 2.31 7.79 

4 818.25 735.00 786.06 2.40 8.37 

5 813.50 753.50 789.01 8.89 
資料：CME Group、タイ農業協同組合省、タイ商務省
注１：１ブッシェル（BU）は約25.401キログラム。
注２：タイキャッサバのチップ卸売価格は、アユタヤ県とチョンブリー県の価格を単純平均したもの。
注３：�タイ農業・農業協同組合銀行（BAAC）研究・イノベーション開発センターによると、キャッサバ収穫の最

盛期終了に伴う供給量の減少や、ロシアのウクライナ侵攻による穀物不足に対する代替品としての需要増加
などから、キャッサバ製品価格は今後も高い水準で推移すると予測している。
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世　界
【需給動向：トウモロコシ】
2022/23年度の世界のトウモロコシ、期末
在庫は前年度並みの見込み
米国農務省世界農業観測ボード（USDA/WAOB）�

および米国農務省海外農業局（USDA/FAS）は

2022年６月10日、2022/23年度の世界のトウモ

ロコシ需給予測値を更新した（表２）。

これによると、世界のトウモロコシ生産量は11

億8581万トン（前年度比2.5％減）と前月から

509万トン上方修正されたものの、過去最高となっ

た前年度をわずかに下回ると見込まれている。国別

に見ると、ウクライナの生産量が政府の発表を踏ま

えて前月から550万トン上方修正され、これが反

映される形となった。その他の主要国の生産量はい

ずれも前月から据え置かれた。

輸出量は、世界全体で１億8267万トン（同7.1％

減）と前月から３万トン下方修正され、前年度から

かなりの程度減少が見込まれている。

輸入量は、世界全体で１億7668万トン（同1.5％

減）と前月から16万トン下方修正され、前年度か

らわずかな減少が見込まれている。国別に見ると、

EUは小麦価格高騰などの影響により前月から100

万トン上方修正された一方で、モロッコ、ヨルダン

およびペルーなどが下方修正されたことで、これを

吸収する形となった。

消費量は、世界全体で11億8628万トン（同1.0％

減）と前月から131万トン上方修正されたが、前

年度からわずかな減少が見込まれている。国別に見

ると、ウクライナが150万トン、EUが100万トン

それぞれ上方修正された。最大の消費国である中国

は２億9500万トンと前月から据え置かれた。

この結果、期末在庫は事前予想を上回る３億

1045万トン（同0.2％減）と前月から532万トン

上方修正され、前年度並みの水準が見込まれている。

トウモロコシ・コーンスターチ
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国　　名 2020/21 
年度

2021/22 
年度 

（推計値）

2022/23年度

（5月予測） （6月予測） 前年度比 
（増減率）

米国
期首在庫 48.76 31.36 36.57 37.71 20.2%
生産量 358.45 383.94 367.30 367.30 ▲ 4.3%
輸入量 0.62 0.64 0.64 0.64 0.0%
消費量 306.54 315.99 309.01 309.13 ▲ 2.2%
輸出量 69.92 62.23 60.96 60.96 ▲ 2.0%
期末在庫 31.36 37.71 34.54 35.55 ▲ 5.7%

アルゼンチン
期首在庫 3.62 1.18 1.49 1.49 26.3%
生産量 52.00 53.00 55.00 55.00 3.8%
輸入量 0.01 0.01 0.01 0.01 0.0%
消費量 13.50 13.70 14.00 14.00 2.2%
輸出量 40.94 39.00 41.00 41.00 5.1%
期末在庫 1.18 1.49 1.49 1.49 0.0%

ブラジル
期首在庫 5.33 4.15 4.65 4.65 12.0%
生産量 87.00 116.00 126.00 126.00 8.6%
輸入量 2.85 2.00 1.30 1.30 ▲ 35.0%
消費量 70.00 73.00 77.00 77.00 5.5%
輸出量 21.02 44.50 47.00 47.00 5.6%
期末在庫 4.15 4.65 7.95 7.95 71.0%

ウクライナ
期首在庫 1.48 0.83 6.77 6.77 8.2倍
生産量 30.30 42.13 19.50 25.00 ▲ 40.7%
輸入量 0.02 0.02 0.00 0.00 -
消費量 7.10 13.20 9.20 10.70 ▲ 18.9%
輸出量 23.86 23.00 9.00 9.00 ▲ 60.9%
期末在庫 0.83 6.77 8.07 12.07 78.3%

中国
期首在庫 200.53 205.70 210.24 210.24 2.2%
生産量 260.67 272.55 271.00 271.00 ▲ 0.6%
輸入量 29.51 23.00 18.00 18.00 ▲ 21.7%
消費量 285.00 291.00 295.00 295.00 1.4%
輸出量 0.00 0.02 0.02 0.02 0.0%
期末在庫 205.70 210.24 204.22 204.22 ▲ 2.9%

世界計
期首在庫 307.47 293.25 309.39 310.92 6.0%
生産量 1,129.00 1,216.07 1,180.72 1,185.81 ▲ 2.5%
輸入量 185.34 179.45 176.84 176.68 ▲ 1.5%
消費量 1,143.22 1,198.39 1,184.97 1,186.28 ▲ 1.0%
輸出量 182.87 196.73 182.70 182.67 ▲ 7.1%
期末在庫 293.25 310.92 305.13 310.45 ▲ 0.2%

資料：USDA/WAOB 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」
　注：�各国の穀物年度　世界、米国：９月～翌８月／ウクライナ、中国：10月～翌９月／アルゼンチン、ブラジル：３月～翌２月。

表２　主要国のトウモロコシの需給見通し（2022年６月10日米国農務省公表）
（単位：百万トン）
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米　国
【需給、価格動向：トウモロコシ】
2022/23年度の米国トウモロコシ、在庫率
は９％台の見込み
USDA/WAOBは2022年６月10日、2022/23

年度（９月～翌８月）の米国のトウモロコシ需給見

通しを更新した（表３）。

生産量は、144億6000万ブッシェル（３億

6730万トン（注）、前年度比4.3％減）と前月から据

え置かれ、前年度からやや減少すると見込まれてい

る。

消費量は、121億7000万ブッシェル（３億913

万トン、同2.2％減）と前月から500万ブッシェル

（13万トン）上方修正されたが、前年度からわずか

な減少が見込まれている。用途別では、食品、種子、

その他工業向けがいずれも上方修正された。一方で、

異性化糖向けは、グルコースとデキストロースおよ

びでん粉用向けの増加の影響を受けて減少が見込ま

れている。

輸出量は、24億ブッシェル（6096万トン、同

2.0％減）と前月から据え置かれ、前年度からわず

かに減少すると見込まれている。

この結果、期末在庫は、21/22年度の輸出量の

下方修正を受けた22/23年度の期首在庫の上方修

正により、14億ブッシェル（3555万トン、同5.7％

減）と前月から4000万ブッシェル（102万トン）

上方修正されたが、前年度をやや下回ると見込まれ

ている。

また期末在庫率（総消費量に対する期末在庫量）

は9.6％（同0.4ポイント減）と、依然として10％

を割り込んでいる。

生産者平均販売価格は、同13.4％高の１ブッシェ

ル当たり6.75米ドル（872円。１キログラム当た

り34.3円）と前月から据え置かれたが、前年度か

らかなり大きく上昇し、12/13年度に記録した同

6.89米ドル以来の高値が予測されている。

（注）�１ブッシェルを約25.401キログラムとして農畜産
業振興機構が換算。

表３　米国のトウモロコシの需給見通し（2022年６月10日米国農務省公表）

区　　分 －単位－ 2020/21
年度

2021/22 
年度

（推計値）

2022/23年度

（5月予測）（6月予測） 参考（換算値） 前年度比 
（増減率）

作付面積 （百万エーカー） 90.7 93.4 89.5 89.5 36.2（百万ヘクタール） ▲4.2％
収穫面積 （百万エーカー） 82.3 85.4 81.7 81.7 33.1（百万ヘクタール） ▲4.3％
単収 （ブッシェル/エーカー） 171.4 177.0 177.0 177.0 11.1 （トン/ヘクタール） 0.0％
生産量 （百万ブッシェル） 14,111 15,115 14,460 14,460 367.30 （百万トン） ▲4.3％
輸入量 （百万ブッシェル） 24 25 25 25 0.64 （百万トン） 0.0％
期首在庫 （百万ブッシェル） 1,919 1,235 1,440 1,485 37.71 （百万トン） 20.2％
総供給量 （百万ブッシェル） 16,055 16,375 15,925 15,970 405.65 （百万トン） ▲2.5％
国内消費量 （百万ブッシェル） 12,068 12,440 12,165 12,170 309.13 （百万トン） ▲2.2％

飼料など向け （百万ブッシェル） 5,597 5,625 5,350 5,350 135.90 （百万トン） ▲4.9％
食品・種子・その他工業向け（百万ブッシェル） 6,471 6,815 6,815 6,820 173.23 （百万トン） 0.1％

うちエタノール向け （百万ブッシェル） 5,033 5,375 5,375 5,375 136.53 （百万トン） 0.0％
輸出量 （百万ブッシェル） 2,753 2,450 2,400 2,400 60.96 （百万トン） ▲2.0％
総消費量 （百万ブッシェル） 14,821 14,890 14,565 14,570 370.09 （百万トン） ▲2.1％
期末在庫 （百万ブッシェル） 1,235 1,485 1,360 1,400 35.55 （百万トン） ▲5.7％
期末在庫率 （％） 8.3 10.0 9.3 9.6 0.4 ﾎﾟｲﾝﾄ減
生産者平均販売価格 （米ドル/ブッシェル） 4.53 5.95 6.75 6.75 34.3 （円/㎏） 13.4％

資料：USDA/WAOB 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」
注１：年度は、９月～翌８月。
注２：１エーカーは約0.4047ヘクタール。
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【貿易動向：トウモロコシ】
３月の輸出量は増加傾向が続き、価格は
300ドルを突破
米国のトウモロコシ輸出量は2021年10月から

増加傾向が続き、22年３月は745万9213トン（前

年同月比21.4％減、前月比11.9％増）と前年同月

から大幅に減少したものの、前月からかなり大きく

増加した。同月の主要国別輸出量は表４の通りであ

る。

また、同月の輸出価格（FAS（注））は、１トン当

たり305.9米ドル（３万9525円、同19.9％高、同

8.7％高）と前年同月から大幅に、前月からかなり

の程度上昇し、21年７月以来、８カ月ぶりの300

ドル台となった。

（注）�Free Alongside Shipの略。貨物を船側に付けた
段階で支払われる（FOB※価格から横持ち料〈倉
庫間の移動費〉、積み込み料、保険料などを差し引
いた）価格。

※�Free On Board：貨物を船に乗せた段階で支払われる
取引条件。

【貿易動向：コーンスターチ】
輸出価格は700ドルを突破
2022年３月の米国のコーンスターチ輸出量は、

１万4285トン（前年同月比13.3％減、前月比

13.9％減）と前年同月および前月からかなり大き

く減少した。同月の主要国別輸出量は表５の通りで

ある。

同月の輸出価格（FAS）は、１トン当たり765.0

米ドル（９万8846円、同23.2％高、同10.0％高）

と前年同月から大幅に、前月からかなりの程度上昇

し、20年６月以来、１年９カ月ぶりの700ドル台

となった。

表５　米国のコーンスターチ輸出量（３月）
輸出先 輸出量

（トン）
前年同月比
（増減率）

前月比
（増減率）

合計 14,285 ▲13.3％ ▲13.9％

うち　メキシコ 7,785 ▲18.0％ ▲18.9％

　　　カナダ 4,518 ▲9.3％ ▲0.5％

　　　中国 392 2.2倍 38.0％

　　　ドイツ 260 8.4倍 78.1％

　　　英国 221 2.8％ ▲64.5％

　　　オランダ 169 2.2倍 NA

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード1108.12
注２：国別の数値は、当該月の輸出量上位６カ国を表示。
注３：「NA」は、事実不明なもの。

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード1005.90
注２：国別の数値は、直近13カ月の輸出量（累計）上位３カ国を表示。

（参考）　�米国のトウモロコシの国別輸出量および
輸出価格の推移
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表４　米国のトウモロコシ輸出量（３月）
輸出先 輸出量

（トン）
前年同月比
（増減率）

前月比
（増減率）

合計 7,459,213 ▲21.4％ 11.9％

うち　中国 2,007,937 14.9％ 20.6％

　　　メキシコ 1,339,429 ▲18.4％ ▲1.7％

　　　日本 1,144,361 ▲34.6％ ▲14.2％

　　　カナダ 695,988 4.8倍 ▲24.4％

　　　コロンビア 540,897 ▲24.1％ ▲1.0％

　　　サウジアラビア 297,179 74.2％ 2,885倍

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード1005.90
注２：国別の数値は、当該月の輸出量上位６カ国を表示。
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タ　イ
【生産動向】
2021/22年度のキャッサバ生産量は前年度
からわずかに減少する見込み
タイ農業協同組合省農業経済局（OAE）の予測

（2022年５月）によると、2021/22年度（10月

～翌９月）のキャッサバの収穫面積は1018万ライ

（163万ヘクタール（注）、前年度比2.2％減、前月同）、

単収は１ライ当たり3.41トン（同1.2％増、前月

同）、生産量は3469万トン（同1.1％減、前月同）と、

前月予測といずれも同量が見込まれている（表６）。

（注）�１ライを約0.16ヘクタールとして農畜産業振興機
構が換算。

なお、米国農務省経済調査局（USDA/ERS）に

よると、同国の代表的市場の一つである中西部市

場における22年３月の製粉業者の純費用（Net 

Cost）は、１ポンド（注）当たり12.78セント（16.5

円、前年同月比50.3％高、前月比15.5％高）と依

然として前年同月比では大幅に、前月からかなり大

きく上昇し、高い水準となった。

（注）１ポンドは約0.45キログラム。

資料：USDA/ERS
　注：価格は米国中西部市場における製粉業者の純費用（Net Cost）。

なお、純費用については、トウモロコシ１ブッシェル当たり平均31.5ポ
ンド（１キログラム当たり約0.56キログラム）のでん粉が含まれている
ものとして、計算されている。
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費用の推移

タピオカでん粉

表６　タイのキャッサバの生産見通し

区　　分 －単位－ 2019/20 
年度

2020/21
年度

2021/22年度

（4月予測）（5月予測） 前年度比 
（増減率）

収穫面積 （万ライ） 892 1,041 1,018 1,018 ▲2.2％
単収 （トン/ライ） 3.25 3.37 3.41 3.41 1.2％
生産量 （万トン） 2,900 3,509 3,469 3,469 ▲1.1％

資料：OAE『農業経済2022年５月』
　注：年度は、10月～翌９月。

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード1108.12
注２：国別の数値は、直近13カ月の輸出量（累計）上位３カ国を表示。
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（参考）　�米国のコーンスターチの国別輸出量お
よび輸出価格の推移
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【価格動向】
国内価格は、17バーツ台後半に突入
タイタピオカでん粉協会（TTSA）によると、

2022年６月第２週のタピオカでん粉の国内価格

は、１キログラム当たり17.50バーツ（67円、前

年同期比25.0％高、前週比0.6％高）と前年同期

から大幅に上昇し、過去10年間での最高額を更新

した（図３）。国内価格は20年後半から上昇傾向に

あったが、22年４月以降は原料費や燃料費の上昇

により急騰している。タイ農業・農業協同組合銀行

（BAAC）研究・イノベーション開発センターによ

ると、ロシアのウクライナ侵攻による穀物不足に対

する代替品として輸出需要が引き続き高いことか

ら、キャッサバ製品の価格は今後も高い水準で推移

すると予測されている。

【貿易動向】
輸出価格は500ドルを突破
2022年４月のタピオカでん粉輸出量は、28万

2866トン（前年同月比19.0％増、前月比27.3％減）

と前年同月から大幅に増加したものの、前月からは

大幅に減少した。同月の主要国別輸出量は表７の通

りである。

同月の輸出価格（FOB・バンコク）は、１トン

当たり503.8米ドル（６万5096円、同3.9％高、

同2.3％高）と前年同月からやや、前月からわずか

に上昇し、18年10月以来、３年６カ月ぶりに500

ドル台となった。

ベトナム

【生産動向】
各地で2022/23年度のキャッサバ作付けが
加速
ベトナムの調査会社（AgroMonitor）によると、

各地で2022/23年度のキャッサバの作付けが進ん

表７　タイのタピオカでん粉輸出量（４月）
輸出先 輸出量

（トン）
前年同月比
（増減率）

前月比
（増減率）

合計 282,866 19.0％ ▲27.3％

うち　中国 160,591 3.0％ ▲37.5％

　　　台湾 28,950 24.4％ 4.4％

　　　インドネシア 28,341 12.4倍 ▲22.2％

　　　米国 16,182 2.0倍 2.7倍

　　　日本 15,233 37.4％ 51.1％

　　　マレーシア 12,113 ▲3.1％ ▲22.2％

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード1108.14
注２：国別の数値は、当該月の輸出量上位６カ国を表示。

資料：「Global Trade Atlas」、TTSA「Weekly Tapioca Starch Price」
注１：HSコード1108.14
注２：国別の数値は、直近13カ月の輸出量（累計）上位３カ国を表示。
注３：価格はバンコクのFOB価格。

（参考）　�タイのタピオカでん粉の国別輸出量および
輸出価格の推移
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でいる。北部の主産地であるソンラ省では、３月下

旬～４月上旬にかけて作付けが加速され、好調なタ

ピオカ価格と肥料価格の高騰により、トウモロコシ

生産農家が一部をキャッサバに切り替えている。今

年度の同省の作付面積は、４万7000ヘクタール（前

年度比6.2％増）と前年度からかなりの程度増加す

ると予測されている。また、南部沿岸地域のフーイ

エン省でも、４月末時点で、今年度の作付予測の

93％に当たる２万3330ヘクタールまで作付けが

進んだ。一方で、中部高原地域の主産地であるダク

ラク省では、昨年の異常気象やキャッサバモザイク

病（注１）のまん延を受けて、サトウキビ栽培への転

換が多くなったことから、作付面積は４万ヘクター

ル（同9.1％減）と見込まれている。

なお、キャッサバモザイク病は、４月最終週時点

で中央直轄５都市および58省のうち１市19省（前

月から５省増加）など合計６万6127ヘクタール（３

月25日比0.1％減）での感染が確認された（注２）。

（注１）�ウイルスの感染によって葉に黄化斑ができる病気
で、光合成が十分に行われず、最悪の場合には作
物自体が枯れてしまうことから、収穫量が大幅に
減少する。ベトナムのほかに、近隣国のタイやカ
ンボジアの一部で流行が確認されている。

（注２）�同国のキャッサバ作付面積は、近年、おおむね
50万ヘクタール程度で推移している。

【貿易動向】
４月の輸出量は前年同月から大幅に増加し
たものの、前月から大幅に減少
AgroMonitorによると、2022年４月のタピオ

カでん粉輸出量は、15万6625トン（前年同月比

48.2％増、前月比48.2％減）と前年同月から大幅

に増加したものの、前月から大幅に減少した。同国

の主要国別輸出量は表８の通りである。

同月の輸出価格（CFR（注）・中国向け）は、１ト

ン当たり512米ドル（６万6156円、同6.9％高、

同1.2％高）と前年同月からはかなりの程度、前月

からはわずかに上昇し、５カ月連続で500ドル台

となった。

（注）�Cost and Freightの略。輸入港までの海上運賃を
売主が負担し、危険負担は物品を引き渡した際に売
主から買主に移転される取引条件であり、コンテナ
輸送貨物に使われることが多い。

表８　ベトナムのタピオカでん粉輸出量（４月）
輸出先 輸出量

（トン）
前年同月比
（増減率）

前月比
（増減率）

合計 156,625 48.2％ ▲48.2％

うち　中国 142,086 41.7％ ▲51.3％

　　　インドネシア 4,712 NA 7.8倍

　　　フィリピン 3,429 180倍 ▲23.9％

　　　台湾 2,828 75.2％ 2.0倍

　　　米国 838 5.8倍 2.1倍

　　　マレーシア 629 5.4倍 ▲10.9％

資料：ベトナム関税総局のデータを基にAgroMonitor作成
注１：HSコード1108.14
注２：国別の数値は、当該月の輸出量上位６カ国を表示。
注３：「NA」は、事実不明なもの。

資料：ベトナム関税総局のデータを基にAgroMonitor作成
注１：HSコード1108.14
注２：国別の数値は、直近13カ月の輸出量（累計）上位３カ国を表示。
注３：�輸出価格は、中国向けCFR価格。
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コラム　クリーンラベルをめぐる欧州の動向
クリーンラベルとは、明確な定義はないものの、主に食品表示の簡素化を指す用語として利用され、化

学合成された添加物の使用を避け、食品パッケージに表示される原料を少なく簡素化し、分かりやすくす

るといった取り組みである。さらに、環境や従業員を尊重する責任ある企業によって作られた製品なども

クリーンラベル製品とされる場合もあり、各国や団体、企業による独自の解釈が広がっている（コラムー

表１）。

Ｅ　Ｕ

【貿易動向】
３月の輸出量は前年同月から大幅に減少し
たものの、前月からやや増加
2022年３月のばれいしょでん粉輸出量（注）は、

２万9853トン（前年同月比22.6％減、前月比3.3％

増）と前年同月から大幅に減少したものの、前月か

らやや増加した。同月の主要国別輸出量は表９の通

りである。

また、同月の輸出価格（FOB）は、１トン当た

り673ユーロ（９万3722円、同15.2％高、同1.7％

安）と前年同月からかなり大きく上昇したものの、

前月からわずかに下落した。

（注）EU27カ国による輸出。輸出先の不明なものを除く。

（参考）　�EUのばれいしょでん粉の国別輸出量お
よび輸出価格の推移
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表９　EUのばれいしょでん粉輸出量（３月）
輸出先 輸出量

（トン）
前年同月比
（増減率）

前月比
（増減率）

合計 29,853 ▲22.6％ 3.3％

うち　米国 5,614 ▲7.6％ ▲24.7％

　　　韓国 5,463 ▲33.9％ 2.0倍

　　　英国 1,903 2.0％ 42.3％

　　　ベトナム 1,411 8.0％ ▲8.7％

　　　メキシコ 1,204 ▲19.4％ 59.0％

　　　タイ 1,124 ▲26.7％ 51.3％

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード1108.13
注２：国別の数値は、当該月の輸出量上位６カ国を表示。

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード1108.13
注２：国別の数値は、直近13カ月の輸出量（累計）上位３カ国を表示。
注３：輸出先の不明なものを除く。

ばれいしょでん粉
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欧州でもクリーンラベルの公的な定義はなく、食品ラベルの表示規則（Regulation〈EU〉

No1169/2011）の中でも言及されていない。一方で、欧州のクリーンラベル市場について、2019

～ 26年までの年次成長率は6.8％ともいわれており、原料供給者であるでん粉メーカーにもクリーンラ

ベル用原料の製品展開に取り組む企業が増加している。例えば、スウェーデンのでん粉メーカーである

Luckeby社は、食材のおいしさや便利さだけではなく、シンプルかつ認識可能な原料や材料から製造さ

れている製品を求める消費者が増加しているとし、クリーンラベル用のでん粉製品シリーズを展開してい

る（コラムー表２）。

このように、欧州のクリーンラベル市場の拡大が見込まれる中で、先述した通りクリーンラベルに関す

る共通的な定義や規制がないことから、表示に起因する混乱を指摘する声もあり、今後の動向が注目され

ている。

コラム－表１　クリーンラベル製品に含まれない主な要素の例
項目 例

有害物質 残留農薬、重金属、汚染物質、調理・加工などで発生
するアクリルアミドなど

包装物質 ビスフェノール A、テフロン、アルミニウムなど

非健康的な成分 ホルモン、抗生物質など

添加物 防腐剤、香料・着色料、乳化剤など

その他 遺伝子組み換え作物、ナノ粒子など
※PAI Club（フランスの原料・添加物分野の専門家から成る非営利団体）による見解

コラム－表２　クリーンラベルに取り組む主なでん粉関連企業
企業 取り組み例

Luckeby 社
（スウェーデン）

各種ソースやスープ、加工肉などへの利用を想定したばれい
しょでん粉およびコーンスターチ（全８製品）を展開

Avebe 社
（オランダ）

乳製品の食感改良や加工肉の結着、チーズの乳化用などを想定
したばれいしょでん粉やばれいしょ由来タンパク質を販売

Arlès Agroalimentaire 社
（フランス）

製品に粘性や口当たりの良さを与えるばれいしょでん粉および
タピオカでん粉を販売
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タ　イ
【貿易動向】
４月の輸出量は前年同月からやや、前月か
ら大幅に減少
2022年４月の化工でん粉の輸出量は、９万684

トン（前年同月比3.2％減、前月比18.6％減）と前

年同月からやや、前月から大幅に減少した。同月の

主要輸出先別の輸出量は表10の通りである。

米　国
【貿易動向】
３月の輸出量は前年同月からかなりの程
度、前月からわずかに減少
2022年３月の化工でん粉の輸出量は、２万7953

トン（前年同月比6.2％減、前月比2.3％減）と前年

同月からかなりの程度、前月からわずかに減少した。

同月の主要国別輸出量は表11の通りである。

化工でん粉

デキストリンおよびその他の化工でん粉（以下「化工でん粉」という）の主要輸出国による主要仕向け先
国別輸出量および輸出価格は、以下の通りである。

表10　タイの化工でん粉輸出量（４月）
輸出先 輸出量

（トン）
前年同月比
（増減率）

前月比
（増減率）

合計 90,684 ▲3.2％ ▲18.6％

うち　日本 25,811 ▲9.9％ ▲32.8％

　　　中国 22,562 12.9％ ▲7.7％

　　　インドネシア 9,109 ▲11.5％ ▲0.8％

　　　韓国 8,192 6.9％ 25.1％

　　　ベトナム 3,462 6.7％ ▲24.7％

　　　米国 2,936 ▲28.1％ ▲27.0％
資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード3505.10
注２：国別の数値は、当該月の輸出量上位６カ国を表示。
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表11　米国の化工でん粉輸出量（３月）
輸出先 輸出量

（トン）
前年同月比
（増減率）

前月比
（増減率）

合計 27,953 ▲6.2％ ▲2.3％

うち　カナダ 10,240 12.7％ 37.3％

　　　メキシコ 3,554 1.2％ ▲15.8％

　　　中国 2,438 ▲1.0％ ▲20.3％

　　　日本 1,153 ▲14.1％ 49.9％

　　　ドイツ 1,081 61.8％ 25.7％

　　　豪州 1,046 36.7％ ▲37.3％
資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード3505.10
注２：国別の数値は、当該月の輸出量上位６カ国を表示。
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中　国
【貿易動向】
４月の輸出量は前年同月からかなりの程
度、前月からやや増加
2022年４月の化工でん粉の輸出量は、8343ト

ン（前年同月比9.4％増、前月比3.8％増）と前年

同月からかなりの程度、前月からやや増加した。同

月の主要輸出先別の輸出量は表12の通りである。

Ｅ　Ｕ
【貿易動向】
３月の輸出量は前年同月からかなり大きく
減少したものの、前月からはかなりの程度
増加
2022年３月の化工でん粉の輸出量（注）は、５万

3453トン（前年同月比11.8％減、前月比6.2％増）

と前年同月からかなり大きく減少したものの、前月

からはかなりの程度増加した。同月の主要輸出先別

の輸出量は表13の通りである。

（注）EU27カ国による輸出。輸出先の不明なものを除く。

表12　中国の化工でん粉輸出量（４月）
輸出先 輸出量

（トン）
前年同月比
（増減率）

前月比
（増減率）

合計 8,343 9.4％ 3.8％

うち　フィリピン 1,530 ▲23.2％ 76.5％

　　　インドネシア 886 73.7％ ▲28.2％

　　　ベトナム 749 ▲25.5％ ▲11.8％

　　　マレーシア 748 4.0倍 4.2％

　　　日本 586 ▲22.7％ ▲9.1％

　　　香港 522 2.1倍 3.4倍

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード3505.10
注２：国別の数値は、当該月の輸出量上位６カ国を表示。

（参考）　�中国の化工でん粉の国別輸出量および
輸出価格の推移
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資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード3505.10
注２：国別の数値は、直近13カ月の輸出量（累計）上位３カ国を表示。
注３：輸出先の不明なものを除く。

表13　EUの化工でん粉輸出量（３月）
輸出先 輸出量

（トン）
前年同月比
（増減率）

前月比
（増減率）

合計 53,453 ▲11.8％ 6.2％

うち　英国 8,060 50.0％ 13.6％

　　　トルコ 6,863 ▲22.8％ 25.0％

　　　米国 3,432 23.3％ 17.2％

　　　日本 3,388 23.4％ 9.5％

　　　中国 3,061 ▲59.6％ ▲31.7％

　　　韓国 2,523 ▲17.4％ 17.6％

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード3505.10
注２：国別の数値は、当該月の輸出量上位６カ国を表示。



41砂糖類・でん粉情報2022.7

豪　州
【貿易動向】
３月の輸出量は前年同月および前月から大
幅に増加
2022年３月の化工でん粉の輸出量は、4141ト

ン（前年同月比75.7％増、前月比41.6％増）と前

年同月および前月から大幅に増加した。同月の主要

輸出先別の輸出量は表14の通りである。

表14　豪州の化工でん粉輸出量（３月）
輸出先 輸出量

（トン）
前年同月比
（増減率）

前月比
（増減率）

合計 4,141 75.7％ 41.6％

うち　米国 2,397 2.6倍 10.0％

　　　日本 1,429 18.2％ 2.1倍

　　　ニュージーランド 238 2.2倍 5.4倍

　　　チリ 76 NA NA

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード3505.10
注２：国別の数値は、当該月の輸出量上位４カ国を表示。
注３：「NA」は、事実不明なもの。
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資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード3505.10
注２：国別の数値は、直近13カ月の輸出量（累計）上位３カ国を表示。


